
吉田調書の読み方	


伊東良徳  （弁護士、元国会事故調協力調査員）	
  

シンポジウム　	
  
全文公開/「吉田調書」から見えてきたもの	
  

２０１４．１０．１５　もっかい事故調	




吉田調書を読むときに注意したい点	


•  一問一答逐語訳形式	
  
　→　発言がほぼそのまま/質問もわかる	
  
•  吉田所長はどこにいたか：緊急時対策室	
  
　→　現場は見ていない	
  

事故時の原子炉等の状況については資料価値なし	
  
運転状況や建屋の状況等を把握できていない	
  

•  ８月調書と１１月調書の温度差	




吉田所長がいた場所：緊急時対策室	




津波前の損傷？	


•  当直長の感覚で見て、計器を見た範囲で、大
きく異常がないという話は聞いている	
  

•  １５時０３分頃の時点で圧力容器や配管の異
常、リークするような圧力が抜けるようなもの
（要するに圧力容器か配管の損傷）が生じて
いた可能性を聞かれて、「わかりません」「否
定はできないです」	




政府事故調の質問	


•  配管が壊れたかどうか、壊れていないというの
は、５０分もあればわかりますね。	
  

•  ５０分後の時点で、津波が来る直前の時点で主
要なものがほとんどどこも壊れていないというよ
うな感触だったんでしょうか、所長としては。	
  

•  例えば、その後の事象から見て、１号機の原子
炉圧力容器の状態だとか、その周囲の状況から
して、この時点でのリーク、破断などというのは
ちょっと考えがたいというものがあれば教えてい
ただきたいんですけれども、必ずしもそういうふう
に否定まではできないということですか。	




東電本店等－吉田所長：テレビ会議	




吉田所長－現場：電話と伝令	


•  運転状況把握できず	
  
　１号機ＩＣの停止	
  
　ＳＧＴＳ/換気系→水素爆発予測できず	
  
　２号機ＲＣＩＣの水源切替	
  
　３号機のＲＣＩＣ、ＨＰＣＩの運転状況	
  
•  計測・弁操作の困難性認識できず	
  
　ＲＣＩＣの作動確認	
  
　ベント等	




調書の作成時期	


•  ７月２２日聴取	
  
•  ７月２９日聴取	
  
•  ８月８日・９日聴取	
  
→　この３回で３本の８月１６日付調書	
  

•  １１月６日聴取	
  
→　１１月２５日付調書＆１１月３０日付調書	
  
	




８月１７日報道	


誰か不届き者が	
  
・・・	




８月調書と１１月調書の温度差	


•  「公にされる可能性がある」「結構でございます」
→上申書「第三者に漏洩することのないように」	
  

•  事故時の対応をめぐる東電本店への怒りが消え
去る	
  

•  「清水社長が撤退させてくれと菅さんに言ったと
いう話も聞いている」→「『撤退』みたいな言葉は、
菅が言ったのか、誰が言ったか知りませんけれ
ども、そんな言葉、使うわけがないですよ。」	



